6 課文法の説明Explicación de la gramática

１．現在完了
（1）現在完了の形式はhaber の直説法・現在＋過去分詞である．haber はかなり不規則な活用をするのでこのまま覚えよう．（☆habéis だけが規則的でその他はすべて短縮した形になっている.）
（2）過去分詞（規則変化）の作り方は-ar 動詞ならば語根に-adoをつける．-er 動詞と-ir 動詞ならば語根に-ido をつける．例: cantar→ cantado; comer → comido; vivir → vivido．完了時制の中で用いられる過去分詞は性と数の変化をしない．
（3）たとえばcantar の現在完了は次のように活用変化する．
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（4）現在完了の意味．「以前の出来事を現在との関連においてとらえる」というのが現在完了の本質的な意味である．次の用法がある．
a) 以前の出来事が現在においてすでに「完了」していること．「…した，…してしまった」という意味になる．
Este fin de semana he viajado al sur de España.

この前の週末に私はスペインの南に旅行しました．
b)以前の出来事が現在において「経験」として認識されていること．「…したことがある」という意味になる．
¿Has estado alguna vez en Perú?

君はペルーに行ったことがありますか？
【語句】alguna vez［副］かつて，一度
c) 以前の出来事が現在まで「継続」していることを示す．「…してきた」という意味になる．
Desde entonces no hemos comido ningún plato japonés.

そのときから私たちは日本料理を食べていません．
【語句】desde［前］…以来; entonces［副］その当時; plato［男名］料理; japonés［形］日本の．
過去分詞の不規則変化
一部の動詞は不規則な過去分詞をもつ．下の表でabrir からvolverまでは-to という語尾がある．decir とhacer は-cho で終わる．
abrir → abierto 　　　　　resolver → resuelto

cubrir → cubierto　　　 　romper → roto

descubrir → descubierto　  ver → visto

escribir → escrito　　　　 volver → vuelto

describir → descrito

morir → muerto　　　　　decir → dicho

poner → puesto　　　　　 hacer → hecho

【語句】abrir［他動］開く; cubrir［他動］覆う; descubrir［他動］発見する; escribir［他動］書く; describir［他動］記述する; morir［自動］死ぬ; poner［他動］置く; resolver［他動］解決する; romper［他動］壊す; ver［他動］見る，見える; volver［自動］戻る; decir［他動］言う; hacer［他動］する．
２．過去完了
（1）形式．過去完了の時制はhaber の線過去形＋過去分詞の組み合わせでできる．haber の線過去は規則変化である（-er 動詞）．たとえば，cantar の活用は次のようになる．
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（2）過去完了の意味．現在完了をそのまま過去に移動したことになる．すなわち「過去の時点においてとらえられる以前の出来事」というのが本質的な意味である．次の用法がある．
a) 以前の出来事が過去の一時点において「完了」していること．

「…してしまっていた」という意味になる．
Creía que habías pasado el fin de semana en Salamanca.

私は君が週末をサラマンカで過ごしたと思っていた．
b) 以前の出来事が過去の一時点において「経験」として認識されていること．

「…したことがあった」という意味になる．
Nadie había visto antes unos ojos iguales.

誰も（そのときまで）あのような目を見たことがなかった．
c) 以前の出来事が過去の一時点まで「継続」していること（「（その時まで）…してきた」という意味）を示すこともある．
３．関係詞
1 ）関係代名詞
a）関係代名詞は接続詞と代名詞の2 つの機能を果たしている．たとえば，次の
Cerca de La Alhambra encontré a una mujer que vendía claveles.

アルハンブラ宮殿のそばで，私はカーネーションを売っていた女性に会った．の中のque は，接続詞y と代名詞ella が組合わさったものだと分析できる．
Cerca de La Alhambra encontré a una mujer y ella vendía claveles.

関係代名詞には次のものがある．
（1）que: もっとも多く使われる関係代名詞である．先行詞は「人」でも「物」でもよい．限定的用法と説明的用法がある．限定的用法は先行詞の指す内容を他と区別して限定する．
Cerca de La Alhambra encontré a una mujer que vendía claveles.

アルハンブラ宮殿のそばで，私はカーネーションを売っている女性に会った．
一方，説明的用法は先行詞の後で一度文を区切り，あらためてその内容を説明している．
La princesa comenzó a amar al guerrero, que no le prestaba ninguna atención.

王女は戦士を愛するようになったが，彼は王女に関心を示さなかった．
（2）quien: 先行詞が「人」で前置詞がついたときはquien が用いられる．また先行詞がなくて「…する人」の意味でも用いられる（独立用法）．
La persona por quien usted pregunta no aparece en la lista.

あなたがお尋ねになっている人はこのリストには載っていません．
【語句】preguntar［自動］（…を[por]）たずねる; aparecer［自動］現れる; lista［女名］リスト．
A quien madruga, Dios le ayuda. （Refrán）
早起きをする人には神の助けがある．
【語句】madrugar［自動］早起きをする; Dios［男名］神(☆キリスト教の「神」は大文字で書かれる); ayudar［他動］援助する．
（3）el que: el の部分が定冠詞なのでそれが指す「人」や「物」の性と数によって変化する．先行詞がない場合（独立用法）は「…する人」や「…の物」という意味で用いられる．先行詞がある場合は説明的用法か，前置詞をつけた用法（限定用法と説明用法）となる．
La que baila es mi prima.

踊っている女性は私の従姉妹です．
【語句】baila < bailar［自動］踊る; prima［女名］従姉妹（いとこ） ．
El Sr. Pérez del que todo el mundo habla muy bien va a ser nuestro jefe de departamento.

皆の評判がよいペレスさんが私たちの部長になります．
【語句】todo el mundo［男名］皆; hablar bien［動］（…を[de]）ほめる; va a < ir a［助動］（…[不定詞]）しようとする，これから…する，…になろうとする; jefe de departamento［男名］部長．
（4）el cual: el の部分が定冠詞なのでそれが指す「人」や「物」の性と数によって変化する．必ず先行詞とともに用いられ，ほとんど代名詞に近い（説明用法）．lo cual は前の文の内容全体を受ける．強勢があるので発音に注意しよう．
Invité a la hermana de Carlos, con la cual estudié Historia.

私はカルロスの妹を招待したが，彼女とは一緒に歴史を勉強した．
Tenemos que aprobar el examen, lo cual no me parece fácil.

私たちは試験に合格しなければならないが，それは私にはやさしいとは思えない．
【語句】invité < invitar［他動］招待する; hermana［女名］姉妹; Carlos［固有名］カルロス; estudié < estudiar［他動］勉強する; Historia［女名］歴史(☆学科名はしばしば大文字で書かれる); tenemos que < tener que ...［助動］…しなければならない; aprobar［他動］（試験に）合格する; examen［男名］試験; parece < parecer［自動］思われる; fácil［形］やさしい，容易な．
２）関係副詞donde

Ésta es la playa donde el año pasado pasé las vacaciones con mi familia.

ここが私が去年家族と休暇を過ごした海岸です．
【語句】playa［女名］海岸; el año pasado［男名］去年; pasé< pasar［他動］過ごす; vacación［女名］休暇(☆複数形になる); con［前］…と一緒に; familia［女名］家族．
３）関係形容詞cuyo

「所有」を示す．これは形容詞なので，後続する名詞の性と数によってcuyo, cuyos, cuya, cuyas と変化する．☆口語ではあまり用いられない．
Aquel señor, cuya hija estaba gravemente enferma, sufría mucho.

あの人には重病の娘さんがいて，それでとてもつらい思いをしていた．
【語句】señor［男名］男性; hija［女名］娘; gravemente < grave［形］重い，重病の(☆-mente は副詞を作る接尾辞で後で扱う); enfermo［形］病気の．

この文は，次のように解釈できる．
Aquel señor sufría mucho, porque su hija estaba gravemente enferma.

４．-mente の副詞
形容詞に-mente という接尾辞をつけて副詞を作ることができる．
（1）-o で終わる形容詞は，それを-a に変えて-mente をつける．
例: lento → lentamente，rápido → rápidamente．
（2）その他の形容詞は，そのまま-mente をつける．
例: amable → amablemente，feliz → felizmente

＊-mente で終わる副詞は形容詞の部分と-mente の両方に強勢がある．
¿Hacéis deporte habitualmente?

君たちはいつもスポーツをするのですか？
Solamente una vez fui a la plaza de toros.

私は１度だけ闘牛場に行った．
【語句】deporte［男名］スポーツ; habitualmente［副］いつも；solamente［副］たった一度だけ(☆solo［形］一度の);vez［女名］回数，一度;fui < ir［自動］行く，plaza de toros闘牛場．
５．序数詞
順番を示す序数詞を1 から10 まで覚えよう．
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☆これらは，-o で終わる形容詞（たとえばblanco）と同じ変化をする．
Juan está en la tercera fila.

フアンは第３列にいます．
Vivo en el quinto piso de este edificio.

私はこの建物の５階に住んでいます．
【語句】fila［女名］列；piso［男名］階，フロア(☆スペインでは日本の1 階部分をpiso bajo といい，階段を上った最初の階をprimer piso と呼ぶのが普通である); edificio ［男名］建物．
☆primero とtercero は男性単数名詞の前でprimer，tercer となるので注意しよう．
Somos del primer curso de español.

私たちはスペイン語の初級コースの学生です．
【語句】curso［男名］学年，コース．
